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この研究の詳細についてお知りになりたい方は、下欄の問い合わせ担当者ま

で直接お問い合わせください。 

なお、この研究の研究対象者に該当すると思われる方の中で、ご自身の試料

（例：血液など）や診療情報（例：カルテの情報など）をこの研究に使ってほ

しくないと思われた場合にも、下欄の問い合わせ担当者までその旨をご連絡下

さい。 

≪試料・情報の

利用目的及び

利用方法≫ 

 

●研究の名称 

大腸癌肝転移診断における仮想Abbreviated MRI の有用性に

関する多施設共同後ろ向き観察研究 

 

●研究の対象 

2008年1月 1日～2020年12月31日に当院で大腸癌肝

転移検索目的にEOB造影MRI を受けられた方 

研究全体で500名（本学では150名） 

 

●研究の目的 

 肝転移は大腸癌の転移の中で最も頻度の高い病変です。大腸

癌では肝転移がある場合でも、原発巣と肝転移を完全に切除す

ることができると判断された際には手術が推奨されるため、肝

転移の個数や部位を正確に診断する必要があります。大腸癌術

前あるいは術後の転移検索には CT が一般的に用いられます

が、肝転移の診断能は十分とは言えません。一方、肝特異性造

影剤である EOB を用いた MRI（EOB-MRI）は CT より肝転

移の検出能が高いと報告されています)。しかしながら検査時

間が 30～40 分と長いことが欠点であり、すべての大腸癌患

者さんにスクリーニングとして行うことはできません。 

Abbreviated MRI（簡略化したMRI 検査）は2014年に乳腺

MRI で初めて報告された手法で、検査目的に応じて必要最小限

の撮影のみを行い、検査時間を短縮するものです。肝臓 MRI

でも有用性が検討されてきており、検査時間を従来撮影の1/3

以下に短縮できると考えられています。しかしながら大腸癌の

肝転移診断における検討は現時点で 1 編しか報告されていま

せん。本研究では従来のEOB-MRI 撮影法（Full study）と仮

想Abbreviated MRI（従来の撮影法から T2強調像、拡散強

調像、肝細胞相をピックアップしたデータセット）の大腸癌肝

転移診断能を比較することを目的としています。 
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●研究の期間 

研究機関の長による実施許可日から2025年 3月 31日まで 

 

●他の機関に提供する場合には、その方法 

研究代表機関である浜松医科大学放射線診断学講座に診療の

過程で得られた MRI 画像と電子カルテ上の患者情報を匿名化

した上で提供します。 

 

≪利用し、又は

提 供 す る 試

料・情報の項目

≫ 

●研究に使用する試料・情報 

・研究対象者背景：年齢、性別、既往歴、合併症 

・身体所見：身長、体重、BMI 

・臨床検査： 血液学的検査(Cre)、腫瘍マーカー（CEA） 

・MRI：T1強調像、T2強調像、拡散強調像、ダイナミック造

影（EOB 使用） 

・その他検査：腫瘍生検、手術検体における肝転移の病理学的

診断 

 

≪利用する者

の範囲≫ 

●機関名および責任者名 

研究代表機関；浜松医科大学、研究代表者；市川新太郎 

研究分担機関①；岐阜大学、研究責任者；野田佳史 

研究分担機関②；山梨大学、研究責任者；森阪裕之 

 

≪試料・情報の

管理について

責任を有する

者の氏名又は

名称≫ 

岐阜大学医学部附属病院 放射線科 野田佳史 

≪試料・情報の

利用又は他の

研究機関への

提供の停止（受

付方法含む）≫ 

あなたの試料または情報を研究に使用することや、あなたの試

料または情報を他の研究機関に提供することを望まない場合

には、問い合わせ先まで連絡をいただければ、いつでも使用や

提供を停止することができます。連絡方法は、問い合わせ先に

記載のある電話もしくはメールでお願いします。 

 

≪研究から生

じる知的財産

権の帰属と利

研究者及び研究機関に帰属し、研究対象者には生じません。研

究の結果の解釈および結果の解釈に影響を及ぼすような「起こ

りえる利益相反」は存在しません。 
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益相反≫  

≪資料の入手

または閲覧≫ 

この臨床研究の計画や方法については、あなたのご希望に応じ

て資料の要求または閲覧ができます。あなたがご自分の研究結

果を知りたいと希望される場合は、研究担当者にその旨をお伝

えいただければ、他の研究対象者に不利益が及ばない範囲内

で、あなた自身にあなたの結果をお伝えします。希望された資

料が他の研究対象者の個人情報の場合には、資料の提供または

閲覧はできません。 

 

≪情報の開示

≫ 

あなたご自身が研究の概要や結果などの情報の開示を希望さ

れる場合は、他の参加者に不利益が及ばない範囲内で、原則的

に結果を開示いたします。しかし、情報の開示を希望されない

場合は、開示いたしません。 

また、本研究の参加者以外の方が情報の開示を希望する場合

は、原則的に結果を開示いたしません。 

 

≪問い合わせ

先≫ 

〒501-1194 

岐阜県岐阜市柳戸1-1 

岐阜大学医学部附属病院 

部署名： 放射線科 

担当者： 野田佳史 

     河合信行 

TEL： 058-230-6437 

E-mail： kawai@gifu-u.ac.jp 

 

【苦情窓口】 

岐阜大学医学系研究科・医学部 研究支援係 

〒501-1194 

岐阜県岐阜市柳戸1-1 

TEL： 058-230-6059 

E-mail： rinri@gifu-u.ac.jp 

 

 


